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Painted History

物
語
を
捨
て
、
筆
触
を
求
道
し
つ
づ
け
る
無
頼
派
画
家

画
家
た
ち
の
美
術
史

ドイツ、デュッセルドルフに暮らしていた93、94年頃。南仏マルセイユに住む
友人を訪ねる途上、ロマネスク壁画で知られるサン・テニアン教会を訪れた

林
洋
子
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
﹈

宮
嶋
葉
一
は
、
数
学
と
音
楽
に
惹
か
れ

る
少
年
だ
っ
た
そ
う
だ
。
確
か
に
彼
の
絵

画
に
は
、
数
式
に
通
じ
る
単
純
さ
と
明
快

さ
、
爽
快
さ
が
あ
る
、
と
そ
れ
を
聞
い
て

思
っ
た
。
中
学
生
の
と
き
に
は
、
彼
は
美

術
の
教
科
書
で
出
合
っ
た
、「
形
而
上

メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル

絵

画
」の
始
祖
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
の

《
街
の
神
秘
と
憂
鬱
》（
1
9
1
4
）に
強
い

衝
撃
を
受
け
た
。
学
生
時
代
を
過
ご
し

た
70
年
代
後
半
か
ら
80
年
代
初
頭
、
東
京

藝
術
大
学
の
油
画
科
で
は
榎
倉
康
二
が

非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
た
。
同
世
代
に

は
絵
画
を
離
れ
て
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
移
っ
て
い
く
作
家
も
多
か
っ
た
が
、
宮
嶋

は
そ
う
し
た
風
潮
に
は
染
ま
ら
ず
、
マ
ッ

ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
よ
う
な
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
、
形
象
的

フ
ィ
ギ
ュ
ラ
テ
ィ
ヴ

絵
画
に
憧
れ
、
野
見

山
暁
治
に
師
事
し
て
い
る
。
1
9
8
4
年
、

初
め
て
の
個
展
に
は
、
花
や
仮
面
な
ど
卓

上
の
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
絵
画
が
、
独
特

の
浮
遊
感
と
不
条
理
さ
を
は
ら
ん
で
並

ん
で
い
た
。

予
備
校
教
師
を
し
な
が
ら
制
作
を
続

け
て
い
た
1
9
8
8
年
、
34
歳
の
宮
嶋
は
、

「
外
の
空
気
を
吸
い
た
い
」
と
ド
イ
ツ
を
目

指
し
た
。
そ
の
頃
、
こ
の
国
を
行
く
先
に

人物　1986-87 画用紙にアクリル絵具
36.4×25.7cm

宮
嶋
葉
一

61

1988
「ドイツには絵を描いている人が多く、リヒター、ポルケ、

バゼリッツのような国際的作家以外にも、国内の層が厚く、驚きました」

ホルベイン 画家たちの美術史

《
街
の
神
秘
と
憂
鬱
》（
1
9
1
4
）に
強
い
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選
ん
だ
美
術
家
た
ち
に
と
っ
て
は
、
84
年

春
に
来
日
し
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
の
存

在
が
小
さ
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
宮
嶋

の
場
合
は
、「
留
学
と
い
う
よ
り
、
生
活
の

拠
点
を
移
す
と
い
う
感
じ
」で
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
に
渡
っ
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
や
ホ
ル
ス

ト
・
ヤ
ン
セ
ン
へ
の
憧
れ
と
同
時
に
、
こ
の

国
の
安
い
生
活
費
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ビ
ザ

を
取
れ
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

大
学
の
同
級
生
だ
っ
た
O
J
U
N
や
戸

川
英
夫
も
、
や
が
て
そ
の
街
に
き
た
。
歴

史
あ
る
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
86
年
に
他

界
し
た
ボ
イ
ス
も
生
前
に
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
し
、
地
理
的
に
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ

ー
に
近
い
。
そ
ん
な
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
を

選
ん
だ
こ
と
が
、
宮
嶋
に
は
幸
い
し
た
。

ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
で

も
、
絵
を
描
い
て
い
る
人
材
が
予
想
以
上

に
多
く
、
80
、
90
年
代
と
確
実
に
形
象
的

絵
画
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
マ
ル
レ
ー

ネ
・
デ
ュ
マ
ス
の
登
場
を
同
時
代
的
に
見
る

な
ど
、
抽
象
表
現
主
義
的
な
絵
画
が
目
立

っ
た
日
本
と
は
異
な
る
環
境
で
絵
画
の
力

を
確
信
し
、
宮
嶋
は
自
ら
の
ス
タ
イ
ル
を

じ
っ
く
り
模
索
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

当
時
は
ド
ク
メ
ン
タ
や
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
彫

刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
大
規
模
な
国
際

展
が
花
盛
り
。
し
か
し
彼
の
眼
を
と
ら
え

た
の
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
の
多
く
の
美
術
館
で
の
常
設
展
示

と
企
画
展
だ
っ
た
。
宮
嶋
は
デ
・
キ
リ
コ
、

ベ
ッ
ク
リ
ン
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
、マ
グ
リ
ッ
ト
、

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
タ
ス
ら
の
実
物
を
そ
こ

で
見
た
。
2
0
0
5
年
、
滞
独
経
験
の
あ

る
作
家
を
集
め
て
東
京
藝
術
大
学
大
学

美
術
館
で
開
か
れ
た
展
覧
会
「D

/J

Brand

」の
図
録
に
、
彼
は
当
時
を
振
り
返

っ
て
こ
う
記
し
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
の
画
家

の
作
品
に
は
生
々
し
さ
が
あ
り
ま
す
。（
中

略
）彼
ら
は
絵
に
最
も
勢
い
が
あ
る
時
点

で
描
き
終
え
て
い
ま
す
。
表
面
を
美
し
く

整
え
る
と
か
、
仕
上
げ
る
と
い
う
事
よ
り

も
画
面
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
事
に
重
点

を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
」。
加
え

て
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
は
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
ア

メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
名
品
が
集
ま

っ
て
い
る
。
宮
嶋
は
、「
ド
イ
ツ
の
現
代
美

術
や
美
術
館
か
ら
透
け
て
見
え
る〝
ア
メ

リ
カ
〞も
堪
能
」し
た
の
だ
っ
た
。

充
実
し
た
鑑
賞
体
験
の
反
面
、
制
作
上

1997「『顔』はそろそろ終わりにしたい、と自覚的に変化を試みたのです。
かたちや絵具の付き方に関心が向き、色はモノクロームに限定しました」
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ま
た
、「
筆
触
は
、
画
面
の
要
素
と
し
て
、

か
た
ち
や
色
彩
と
同
様
に
重
要
な
も
の

で
す
」
と
語
る
。
ド
イ
ツ
で
見
た
ル
ノ
ワ

ー
ル
や
、
回
顧
展
に
行
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

モ
ラ
ン
デ
ィ
に
魅
せ
ら
れ
、「
筆
触
」の
問
題

が
宮
嶋
の
心
を
な
が
ら
く
占
め
て
き
た
の

だ
。「
油
断
す
る
と
、
絵
が
こ、
ぎ、
れ、
い、
に
な

り
す
ぎ
る
。
繊
細
す
ぎ
な
い
絵
を
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
、
帰
国
後
は
と
く
に
筆
触

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
集
中
し
て
い
る
。
2
0

0
1
年
以
降
、
主
に
油
彩
で
描
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。「
も
た
も

た
し
た
感
じ
が
、
表
現
と
し
て
や
り
や
す

い
ん
で
す
」。
画
面
の
サ
イ
ズ
も
重
要
で
、

実
物
の
大
き
さ
に
接
す
る
と
、
思
わ
ず
眼

は
筆
触
を
追
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
宮
嶋
は
日
本
美
術
、
と
く
に

北
斎
や
宗
達
に
も
関
心
を
示
し
て
い
る
。

「
濃
い
線
で
切
り
取
ら
れ
た
内
側
と
外
側

が
気
に
な
る
」の
だ
と
い
う
。
彼
の
絵
画

も
、
排
水
口
、
六
叉
路
、
お
で
ん
な
ど
、

「
ポ
ッ
プ
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
た
ち
が
、
白
い

地
に
黒
く
、
太
く
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
輪

郭
線
で
、「
内
と
外
」に
区
切
ら
れ
る
。
ど

の
モ
チ
ー
フ
も
、
彼
に
は
「
愛
情
を
注
ぎ

こ
む
対
象
で
は
な
く
、
記
号
に
近
い
も
の
」

は
、
彼
は
渡
独
後
一
年
ほ
ど
描
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
油
絵
の
歴
史
を
担
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、「
古
典
絵
画
か
ら
現
在
ま

で
が
し
っ
か
り
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
感
じ

ら
れ
た
。「
油
絵
は
日
本
に
生
ま
れ
育
っ

た
自
分
に
は
合
わ
な
い
の
か
」
と
自
問
を

続
け
な
が
ら
、
宮
嶋
は「
人
間
」
を
モ
チ
ー

フ
に
、
ま
ず
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
そ
し
て
油

彩
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
描
く
よ
う
に
な
る
。

福
笑
い
の
よ
う
な
下
ぶ
く
れ
の
顔
を
画
面

い
っ
ぱ
い
に
繰
り
返
し
描
い
た
が
、
そ
れ
は

明
ら
か
に
ア
ジ
ア
系
の
顔
だ
っ
た
。

1
9
9
7
年
、
帰
国
を
考
え
始
め
て
い

た
頃
、
ア
ト
リ
エ
の
白
い
壁
に
小
さ
く
切

っ
た
黒
い
紙
を
貼
り
付
け
、
顔
の
一
部
を

表
現
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

背
景
を
描
か
ず
、
単
純
化
し
た
木
、
豚

（
そ
れ
も
屠
殺
場
の
…
…
）、
吊
革
な
ど
の
モ

チ
ー
フ
を
、「
で
き
る
だ
け
、
何
で
も
描
こ

う
」
と
思
っ
て
、
白
地
に
黒
い
輪
郭
線
で

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
描
く
よ

う
に
な
っ
た
。
翌
年
に
帰
国
後
も
、
現
在

に
い
た
る
ま
で
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
つ
く
り
続

け
て
い
る
。

色
を
制
限
す
る
こ
と
で
、「
色
彩
の
問

題
を
洗
い
直
し
て
み
た
か
っ
た
」
と
考
え
、

右ページ―無題　2000 41×31.8cm 綿布にア
クリル絵具
左―おでん　2006 キャンバスに油彩　162.2×
130.3cm

「油彩画を再開し、
筆触の意味が増しました。
ながらく《無題》としてきたタイトルも、
付けるようになりました」

2001

ホルベイン 画家たちの美術史
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みやじま・よういち 1954年大阪生まれ。82年東京藝術大学大学院修士課程油画専
攻修了。88年から98年までドイツ、デュッセルドルフで活動。主な個展に97年
「kunstpunkte（スタジオエキジビション）」（デュッセルドルフ市文化局）、98年銀座スル
ガ台画廊（東京）、99年T&Sギャラリー（東京）、2001年カスヤの森現代美術館（神奈川）、
オン・ギャラリー（大阪）、スピカミュージアム（東京）、02年ギャラリー北村（東京）、03年
ギャラリーイセヨシ（東京）、04年ギャラリー覚（東京）、06年void+（東京）、07年KIDO
Press（東京）ほか。グループ展に93年クンストラウム・ノイス（スイス）、03年「絵画―単
立と連立」（カスヤの森現代美術館）、05年「D/J Brand―ドイツに学んだアーティスト
たちの発火点」展（東京藝術大学大学美術館）ほか。3月4日から22日まで、東京・茅場
町のギャラリー・マキで個展を開く。

上下とも―デュッセルドルフ時代からの友人、長谷川繁がディレクターを務める
T&Sギャラリーのある、インテリアショップ「TIME&STYLE HOME」にて。作品は2
点とも《裸婦》（2006）。T&Sギャラリーでは今秋、O JUN、紫牟田和俊、野村和弘、
長谷川とともにグループ展を予定している［＊］

は
伝
わ
ら
な
い
筆
触
の
魅
力
は
、
同
世
代

の
画
家
た
ち
か
ら
強
く
支
持
さ
れ
る
。
筆

者
は
取
材
時
に
見
た
《
裸
婦
》の
、
ポ
ッ
プ

と
形
而
上

メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
の
素
っ
気
な
い
共
存
に
、
21
世

紀
初
頭
の
日
本
を
ク
ー
ル
に
暗
喩
す
る
域

を
す
ら
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

◎
は
や
し
・
よ
う
こ﹇
美
術
研
究
・
評
論
﹈

2
0
0
7
年
12
月
20
日
、
東
京
・
自
由
が
丘
の

T
&
S
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
取
材

に
思
え
る
の
だ
。
近
作
の
裸
婦
像
で
は
、

太
い
輪
郭
線
の「
内
側
」に
、
ピ
ン
ク
色
が

ほ
ん
の
り
と
さ
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
単
な

る
抽
象
画
で
な
く
、
確
か
な
、ユ
ー
モ
ラ
ス

な「
形
象
」で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

宮
嶋
は
、「
描
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

画
家
」
と
自
認
す
る
。
今
日
の
日
本
で
は

絶
滅
品
種

、
、
、
、

と
も
い
う
べ
き
、
浮
世
を
突
き

抜
け
た
無
頼
な
表
現
者
な
の
だ
。
図
版
で


